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環境原論Ａ 広島大学

環境原論Ｂ

5



1① 2 1 1前 2 1 兼1

1② 2 1 1 1③ 2 1

1② 2 1 1② 2 1

1③ 2 兼1

1③ 2 兼1

1後 2 6 4 兼3 1後 2 6 4 兼2

1前 2 6 4 兼3 1前 2 6 4 兼2

－ 0 46 0 6 4 0 0 0 兼7 － 0 50 0 6 4 0 0 0 兼8

2後 2 6 4 兼3 2後 2 6 4 兼2

2後 2 6 4 兼3 2後 2 6 4 兼2

1･2
前

2 兼2
1･2
前

2 兼3

2後 2 兼1
2前
後

2 兼3

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 兼1
1・2
前

2 1 兼3

1･2
①

2 1 兼10
1･2
①

2 兼11

2後 2 6 4 兼3 2後 2 6 4 兼2

－ 0 16 0 6 4 0 0 0 兼11 － 0 16 0 6 4 0 0 0 兼17

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1.5 1 1後 1.5 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1
1・2
後

2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 3 1 1前 3 1

1前 2 1 1前 2 1

－ 0 28.5 0 2 1 4 2 0 兼2 － 0 28.5 0 2 1 4 2 0 兼2

2後 5 1 2後 5 1

2後 1.5 1 2後 1.5 1

2後 1 3 1 2後 1 3 1

－ 0 7.5 0 3 1 1 1 0 － 0 7.5 0 3 1 1 1 0

1～2 15 6 4 兼3 1～2 15 6 4 兼2

1～2 15 3 1 1 2 1～2 15 3 1 1 2

－ 0 30 0 9 5 1 2 0 兼3 － 0 30 0 9 5 1 2 0 兼2

－ 0 164 0 10 5 5 2 0 兼48 － 0 168 0 10 5 6 2 0 兼64

専
門
科
目

学
開
設
科
目

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

(国際連携専攻／連携外国大学の修了要件)
修了に必要な単位数を60単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた上で，修
士論文及び最終試験に合格すること。

○修了要件単位数：60単位
・そのうち，広島大学から30単位以上，グラーツ大学から30単位以上修得すること

○広島大学をホーム大学とする学生の修了要件単位数は以下のとおり
【広島大学開設科目】
・ベーシック科目：10単位以上
　－大学院共通科目（持続可能な発展科目）：1単位以上
　－大学院共通科目（キャリア開発・データリテラシー科目）：1単位以上
　－研究科共通科目：2単位以上
　－基盤科目：6単位以上（「持続可能な発展論基礎」は必修）
・専門科目：4単位以上　（「演習Ａ」は必修）
・広島大学が開設する科目：1単位以上
・修士論文に関する科目：15単位以上
　－修士論文：15単位

【グラーツ大学開設科目】
・専門科目：20.5単位以上
　－Specialization 科目：13単位以上
　　（「Strategic Sustainability Management」，「Sustainable Business Models 」，「Sustainability
　　Controlling and Management 」，「Sustainable Innovation」，「Research Project Sustainability
    and Innovation  Management」，「Sustainability and Environmental Management」は必修。）
　－Integration科目：7.5単位以上
　　（「Inter- and Transdisciplinary Case Study on Sustainable Development」,
　　「Social competences for managing sustainable development」,「Master seminar」

公共経済論

国際協力論

労働政策論

国際金融論

演習Ａ

演習Ｂ

小計（23科目）

I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
科
目

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

Developing
Designing Ability

国際協力プロジェク
ト演習

国際公務員実務演習
Ａ

国際公務員実務演習
Ｂ

International
Environmental
Cooperation Studies

演習Ｃ

小計（8科目）

Sustainability and
Environmental
Management

小計（15科目）

グ
ラ
ー

ツ
大
学
開
設
科
目

S
p
e
c
i
a
l
i
z
a
t
i
o
n
科
目

Environmental and
Technology
Assessment

Waste and Recycling

Environmental
Decision Making

Seminar for Data in
System Sciences

Renewable Resources
- Chemistry and
TechnologyⅠ

Renewable Resources
- Chemistry and
TechnologyⅡ

Earth's Climate
System and Climate
Change

Strategic
Sustainability
Management

I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
科
目

Inter- and
Transdisciplinary
Case Study on
Sustainable
Development

Social competences
for managing
sustainable
development

Master seminar

小計（3科目）

Product and Service
Development

Value Chain
Management

Research Project
Sustainability
Management

グラーツ大学

グラーツ大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

グラーツ大学

グラーツ大学

(国際連携専攻／連携外国大学の修了要件)
修了に必要な単位数を60単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた
上で，修士論文及び最終試験に合格すること。

○修了要件単位数：60単位
・そのうち，広島大学から30単位以上，グラーツ大学から30単位以上修得すること

○広島大学をホーム大学とする学生の修了要件単位数は以下のとおり
【広島大学開設科目】
・ベーシック科目：10単位以上
　－大学院共通科目（持続可能な発展科目）：1単位以上
　－大学院共通科目（キャリア開発・データリテラシー科目）：1単位以上
　－研究科共通科目：2単位以上
　－基盤科目：6単位以上（「持続可能な発展論基礎」は必修）
・専門科目：4単位以上　（「演習Ａ」は必修）
・広島大学が開設する科目：1単位以上
・修士論文に関する科目：15単位以上
　－修士論文：15単位

【グラーツ大学開設科目】
・専門科目：20.5単位以上
　－Specialization 科目：13単位以上
　　（「Strategic Sustainability Management」，「Sustainability Entrepreneurship」，
　　「Eco-Controlling」，「Sustainable Innovation」，「Research Project Sustainability
　 　Management」，「Sustainability and Environmental Management」は必修。）
　－Integration科目：7.5単位以上
　　（「Inter- and Transdisciplinary Case Study on Sustainable Development」,
　　「Social competences for managing sustainable development」,「Master seminar」

グラーツ大学

グラーツ大学

グラーツ大学

グラーツ大学

広島大学

グラーツ大学

修
士
論
文
に

関
す
る
科
目

修士論文

Master Thesis

小計（2科目）

合計（75科目）

Sustainability
Entrepreneurship

Eco-Controlling

Sustainable
Innovation

グラーツ大学

グラーツ大学

グラーツ大学

グラーツ大学

グラーツ大学

グラーツ大学

グラーツ大学

グラーツ大学

グラーツ大学

グラーツ大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

広島大学

国際協力論 広島大学

労働政策論 広島大学

国際金融論 広島大学

演習Ａ 広島大学

広島大学

農業生産経済分析 広島大学

演習Ｂ 広島大学

小計（25科目）

I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
科
目

フィールドワーク 広島大学

グローバルインター
ンシップ

広島大学

Developing
Designing Ability

広島大学

国際協力プロジェク
ト演習

広島大学

国際公務員実務演習
Ａ

広島大学

国際公務員実務演習
Ｂ

広島大学

International
Environmental
Cooperation Studies

広島大学

演習Ｃ 広島大学

小計（8科目）

グ
ラ
ー

ツ
大
学
開
設
科
目

S
p
e
c
i
a
l
i
z
a
t
i
o
n
科
目

Environmental and
Technology
Assessment

グラーツ大学

Waste and Recycling グラーツ大学

Environmental
Decision Making

グラーツ大学

Seminar for Data in
System Sciences

グラーツ大学

Renewable Resources
- Chemistry and
TechnologyⅠ

グラーツ大学

Renewable Resources
- Chemistry and
TechnologyⅡ

グラーツ大学

Earth's Climate
System and Climate
Change

グラーツ大学

Strategic
Sustainability
Management

グラーツ大学

Sustainable
Business Models

グラーツ大学

Sustainability
Controlling and
Management

グラーツ大学

Sustainable
Innovation

グラーツ大学

Product and Service
Development

グラーツ大学

Value Chain
Management

グラーツ大学

Research Project
Sustainability and
Innovation
Management

グラーツ大学

小計（2科目）

広島大学

Master Thesis グラーツ大学

合計（77科目）

Sustainability and
Environmental
Management

グラーツ大学

小計（15科目）

I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
科
目

Inter- and
Transdisciplinary
Case Study on
Sustainable
Development

グラーツ大学

Social competences
for managing
sustainable
development

グラーツ大学

Master seminar グラーツ大学

小計（3科目）

専
門
科
目

学
開
設
科
目

修
士
論
文
に

関
す
る
科
目

修士論文
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⁷ה ─５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
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♠כꜝ◓

[⁷0⁷] [⁷0⁷] [⁷0⁷]

[⁷0⁷] [⁷2⁷]

[⁷0⁷]

[⁷2⁷]

0

ₒIntegration ₓ
ה ─ ⌐ ℮ ─ ⌐╟╡ ₈ⱨ▫כꜟ♪꞉₉◒כ─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⌐ ℮ ─ ⌐╟╡ ─fi◦♇ⱪ₉כ♃Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓₈ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐
⁹

ה ─ ─√╘ ₈Developing Designing Ability₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ⱪ꜡☺▼◒♩ ₉─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉⌐ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ┘ ─ ⇔─√╘ ₈ ₉─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉
⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈International Environmental Cooperation Studies₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⌐ ℮ ─ ⌐╟╡ ₈ C₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

ₒ ⌐ ∆╢ ₓ
ה ─ ⌐ ℮ ─ ⌐╟╡ ₈ ₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

♠כꜝ◓₃
ₒSpecialization ₓ
⌐₈Sustainability Entrepreneurship₉╩₈Sustainable Business Models₉ה ⁹ ─ ⇔⌐╟╡ ╩₈ ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ─ ╩₈
₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹

⌐₈Eco-Controlling₉╩₈Sustainability Controlling and Management₉ה ⁹
⌐₈Research Project Sustainability Management₉╩₈Research Project Sustainability and Innovation Management₉ה ⁹

ₒSpecialization ₓ
ה ─ ⌐╟╡ ₈ Ⱶ◒꜡ I₉─ ─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ⌐╟╡ ₈ Ⱶ◒꜡ II₉─ ─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ⱴ◒꜡ I₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ⱴ◒꜡ II₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ I₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ II₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈Geographic Information System Technology₉─ ╩₈ ה ᵓ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⌐ ™ ₈ ₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ─ ─√╘ ₈ ₉─ ╩₈ ᵓ₉⅛╠₈ ᵔ₉⌐ ⁹
ה ─ ─ ─√╘ ₈ ₉─ ╩₈ ᵑ₉⅛╠₈ ᵔ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ₉─ ╩₈ ᵔ₉⅛╠₈ ᵒ₉⌐ ⁹
ה ─ ┘ ─ ─ ─√╘ ₈ ₉─ ╩₈ ᵔ₉⅛╠₈ ₉⌐ ─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ₉─ ╩₈ ᵓ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ₉─ ╩₈ ᵑ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ₉─ ╩₈ ᵑ₉⅛╠₈ ₉⌐ ─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ┘ ─ ─ ─√╘ ₈ ₉─ ╩₈ ᵒ₉⅛╠₈ ᵓ₉⌐ ─ ╩₈ ₉⅛╠₈ ₉⌐ ⁹
ה ─ ─√╘ ╩ ⌐ ⁹
⁷⁷₈ ₉ 2 1ᵓ ─ ה 1
⁷⁷₈ ₉ 2 1ᵓ ─ ה 1
ה ─ ⌐ ℮ ─ ⌐╟╡ ₈ A₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⌐ ℮ ─ ⌐╟╡ ₈ B₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

₃
ₒ ₓ
ה ─ ─ ┘ ─ ─√╘ ₈Hiroshima⅛╠ ╩ ⅎ╢₉─ ⌐2ᵒᵓᵔ₉ה2ᵑᵒᵔ₉⅛╠₈1ה₈1╩ ─ ╩₈ ה

₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈Japanese Experience of Social Development- Economy, Infrastructure, and Peace₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈

ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈♄▬Ᵽכ◦♥▫─ ₉─ ╩₈ ה ᵒ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ─₉כ◦ꜝ♥ꜞכ♃כ♦₈ ╩₈ ה ᵑᵒ₉⅛╠₈ ה ᵑᵒᵓᵔ₉⌐ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ⇔⌐╟╡ ₈ ─₉כ◦ꜝ♥ꜞ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ◐ꜗꜞ▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ╩₈ ה ᵒᵓ₉⅛╠₈ ה ᵒ ₉⌐ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉
⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈ ◐ꜗꜞ▪ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ╩₈ ה ᵒ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈☻♩꜠☻ⱴⱠ☺ⱷfi♩₉─ ╩₈ ה ᵒᵔ₉⅛╠₈ ה ᵔ₉⌐ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹
ה ─ ╩ ╛∆√╘ ₈MOT ₉─ ╩₈ ה ᵑᵓ₉⅛╠₈ ה ᵑ ₉⌐ ⁹

ₒ ₓ
ה ─ ┘ ─ ⇔⌐╟╡ ─ⱷ♁♇♪₉♅כ◘ꜞ₈ ╩₈ ᵑהᵓ₉⅛╠₈ ᵑהᵔ₉⌐ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐
⁹

ה ─ ┘ ─ ─√╘ ₈ ₉─ ─ ╩₈ ה ₉⅛╠₈ ה ₉⌐ ⁹

⁷⁷⁷⁷

8



ה   ה

♠כꜝ◓

⁷ה ⌐ ⇔≡™╢⌐╙ ╦╠∏⁸ ╠⅛─ ≢ ≤⌂∫≡™╢ ⌐≈™≡ ⇔≡

⁷⁷⁷⁷ↄ∞↕™⁹⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│ ⌂ ╡ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⅜™⌂⅛∫√√╘⌐ ≤⌂∫√ ⌐≈™≡│ ⇔⌂™≢ↄ∞↕™⁹

ה   ה

♠כꜝ◓

⁷ה ─ ⌐№╡⁸ ╠⅛─ ≢ ⅛╠ ⇔√ ⌐≈™≡ ⇔≡

⁷⁷⁷⁷ↄ∞↕™⁹⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│ ⌂ ╡ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה ╩ │ ≤⇔√↓≤⌐╟╢ ─ ┼─ ⌐ ∆╢ ─ ⁸

⁷⁷⁷⁷ ┼─ ⁸ ─ ⌂≥╩ ⌂⅛⅞╡ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹
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【認可時又は届出時】 【令和３年度】

＜広島大学＞

専 教授

柿中　真

<令和2年4月>
博士（経済学）

（米国）

開発マクロ経済学I

開発マクロ経済学II

国際金融論

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

５　教員組織の状況

（１）ー① 担当教員表

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名

兼担・ 兼担・

の別　 の別　

担当授業科目名

専 教授

片柳　真理

<令和2年4月>
（PhD in Law）（英

国）

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

専 教授

柿中　真

<令和2年10月>
博士（経済学）

（米国）

開発マクロ経済学I

開発マクロ経済学II

国際金融論

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

専 教授

片柳　真理

<令和2年10月>
（PhD in Law）（英

国）

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

国際公務員実務演習
Ｂ

17



専 教授

関　恒樹

<令和2年4月>
博士（文学）

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

専 教授

築達　延征

<令和2年4月>
Ph.D. (Doctor of

Philosophy)（米国）

経営組織論

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

専 教授

MAHARJAN，KESHAV
LALL

<令和2年4月>
農学博士

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

農村開発論

国際協力論

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

International
Environmental
Cooperation Studies

修士論文

修士論文

専 教授

MAHARJAN，KESHAV
LALL

<令和2年10月>
農学博士

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

農村開発論

国際協力論

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

専 教授

関　恒樹

<令和2年10月>
博士（文学）

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

専 教授

築達　延征

<令和2年10月>
Ph.D. (Doctor of

Philosophy)（米国）

経営組織論

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ
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演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

専
(調)

准教
授

後藤　大策

<令和2年10月>
博士（経済学）

開発ミクロ経済学I

開発ミクロ経済学II

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

専
准教
授

高橋　新吾

<令和2年10月>
博士（経済学）（米

国）

開発計量経済学I

専
准教
授

高橋　新吾

<令和2年4月>
博士（経済学）（米

国）

後藤　大策

<令和2年4月>
博士（経済学）

開発ミクロ経済学I

開発ミクロ経済学II

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

修士論文

専
(調)

准教
授

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

専 教授

渡邉　聡

<令和2年4月>
DOCTOR OF
PHILOSOPHY
（米国）

開発ミクロ経済学I

開発ミクロ経済学II

労働政策論

公共管理論

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

開発計量経済学I

開発計量経済学II

労働政策論

演習Ａ

開発計量経済学II

労働政策論

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文
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市橋　勝

<令和2年4月>
博士（理学）

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

開発マクロ経済学I

開発マクロ経済学II

経済統計分析論

専
准教
授

高橋　与志

<令和2年4月>
博士（学術）

技術経営論

人的資源開発論

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

文
授

漤士（理ጔꌜ㽐д␴笀
博士（学術）㢏痃̈舒蠾♐䐀儋
演習Ｃ
フィールドワーク

文

演習Ｃ

文

准教
授

高橋　与志

<令和2年4月>博士（学術）

ᢑ㋺ኑℊ̓퀀

人的資源開発論

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

演⨀
准教

授

漤士（理ጔꌜ㽐д␴笀博士（学術）㢑䟃̈舒蠾♐䐀儋

演習Ｃ

フィールドワーク

文
<令和2年4月>博 士 （ 理 学 ）

o f  S o c i a l
D e v e l o p m e n t -
E c o n o m y ,
I n f r a s t r u c t u r e ,  a n d
P e a c e

演習㽁

フィแ

フィールドワーク



兼担 教授

金子　慎治

<令和2年4月>
博士（工学）

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

持続可能な発展論基
礎

環境政策論

国際協力プロジェク
ト演習

国際公務員実務演習
Ａ

国際公務員実務演習
Ｂ

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

International
Environmental
Cooperation Studies

修士論文

兼担 教授

吉田　雄一朗

<令和2年4月>
Ph.D(Economics)

（米国）

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

開発計量経済学I

開発計量経済学II

都市経済学

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

International
Environmental
Cooperation Studies

修士論文

兼担 教授

金子　慎治

<令和2年10月>
博士（工学）

持続可能な発展論基
礎

環境政策論

国際公務員実務演習
Ａ

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

兼担 教授

吉田　雄一朗

<令和2年10月>
Ph.D(Economics)

（米国）

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

都市経済学

演習Ａ

演習Ｂ

演習Ｃ

フィールドワーク

グローバルインター
ンシップ

修士論文

国際協力プロジェク
ト演習

21



兼担 教授

藤原　章正

<令和2年4月>
博士（工学）

Developing
Designing Ability

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担 教授

川野　徳幸

<令和2年4月>
博士（医学）

Hiroshimaから世界平
和を考える

兼担 教授

吉田　修

<令和2年4月>
法学修士

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

兼担 教授

坂田　桐子

<令和2年4月>
博士（学術）

ダイバーシティの理
解

兼担 教授

大池　真知子

<令和2年4月>
博士（人文科学）

ダイバーシティの理
解

兼担 教授

河合　幸一郎

<令和2年4月>
医学博士

Hiroshimaから世界平
和を考える

兼担 教授

中坪　孝之

<令和2年4月>
理学博士

Hiroshimaから世界平
和を考える

兼担 教授

張　峻屹

<令和2年4月>
博士（工学）

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担 教授

藤原　章正

<令和2年10月>
博士（工学）

Developing
Designing Ability

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担 教授

川野　徳幸

<令和2年10月>
博士（医学）

Hiroshimaから世界平
和を考える

兼担 教授

吉田　修

<令和2年10月>
法学修士

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

兼担 教授

坂田　桐子

<令和2年10月>
博士（学術）

ダイバーシティの理
解

兼担 教授

大池　真知子

<令和2年10月>
博士（人文科学）

ダイバーシティの理
解

兼担 教授

河合　幸一郎

<令和2年10月>
医学博士

Hiroshimaから世界平
和を考える

兼担 教授

中坪　孝之

<令和2年10月>
理学博士

Hiroshimaから世界平
和を考える

兼担 教授

張　峻屹

<令和2年10月>
博士（工学）

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

International
Environmental
Cooperation Studies
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兼担 教授

粟井　和夫

<令和2年4月>
医学博士

医療情報リテラシー

兼担 教授

清水　欽也

<令和2年4月>
Ｐｈ．Ｄ．
（米国）

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担 教授

田中　純子

<令和2年4月>
医学博士

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

医療情報リテラシー

兼担 教授

森山（奥本）　美知
子

<令和2年4月>
博士（医学）

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

兼担 教授

馬場　卓也

<令和2年4月>
博士（教育学）

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

兼担 教授

柳原　宏和

<令和2年4月>
博士（理学）

データリテラシー

兼担 教授

工藤　美樹

<令和2年4月>
医学博士

医療情報リテラシー

兼担 教授

有廣　光司

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー

兼担 教授

森山（奥本）　美知
子

<令和2年10月>
博士（医学）

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

兼担 教授

馬場　卓也

<令和2年10月>
博士（教育学）

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

兼担 教授

柳原　宏和

<令和2年10月>
博士（理学）

データリテラシー

兼担 教授

清水　欽也

<令和2年10月>
Ｐｈ．Ｄ．
（米国）

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

兼担 教授

田中　純子

<令和2年10月>
医学博士

Japanese Experience
of Human
Development-
Culture, Education,
and Health

医療情報リテラシー

国際公務員実務演習
Ｂ
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兼担 教授

三須　敏幸

<令和2年4月>
博士（理学）

人文社会系キャリア
マネジメント

兼担 教授

伊藤　孝夫

<令和2年4月>
博士（工学）

MOT入門

兼担 教授

久保　達彦

<令和2年4月>
博士（医学）

准教
授

（ヘイズ）櫻井　里
穂

<令和2年10月>
博士(教育理論政策

学)
(米国）

ダイバーシティの理
解

データリテラシー

兼担
准教
授



大上　直秀

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー

兼担
准教
授

牧野　恵美

<令和2年4月>
PhD (Management)

(米国)

アントレプレナー
シップ概論

兼担
准教
授

李　漢洙

<令和2年4月>
博士（工学）

Developing
Designing Ability

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担
准教
授

久保田　徹

<令和2年4月>
博士（工学）

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担
准教
授

兼担
准教
授

TRAN DANG XUAN

<令和2年4月>
博士（農学）

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担
准教
授

大上　直秀

<令和2年10月>
博士（医学）

医療情報リテラシー

保坂　哲朗

<令和2年4月>
博士（農学）

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担
准教
授

兼担
准教
授

Hiroshimaから世界平
和を考える

兼担 准教授

VAN DER DOES LULI

<令和2年10月>
PhD（Social
Sciences）
（英国）

Hiroshimaから世界平
和を考える

牧野　恵美

<令和2年10月>
PhD (Management)

(米国)

アントレプレナー
シップ概論

兼担
准教
授

李　漢洙

<令和2年10月>
博士（工学）

Developing
Designing Ability

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担
准教
授

友次　晋介

<令和2年10月>
博士（法学）

国際協力プロジェク
ト演習

兼担 教授

久保田　徹

<令和2年10月>
博士（工学）

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担
准教
授

保坂　哲朗

<令和2年10月>
博士（農学）

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担
准教
授

TRAN DANG XUAN

<令和2年10月>
博士（農学）

International
Environmental
Cooperation Studies

国際協力プロジェク
ト演習
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兼担 助教

北梶　陽子

<令和2年4月>
博士（文学）

ダイバーシティの理
解

兼担 助教

張　潤森

<令和2年4月>
博士（工学）

Geographic
Information System
Technology

兼担 助教

　ISLAM　MOINUL

<令和2年4月>
博士（工学）

リサーチメソッド

兼担 助教

SIMANGAN DAHLIA
COLLADO

<令和2年4月>
Doctor of

Philosophy（オース
トラリア）

グローバルガバナン
ス論

兼担 助教

伊藤　岳

<令和2年4月>
博士（学術）

社会科学のための数
理・計量分析

兼担
准教
授

NIRAJ PRAKASH JOSHI

<令和2年10月>
博士（学術）

Developing
Designing Ability

兼担 准教授

丸山　隆央

<令和2年10月>
修士（経済学）

国際公務員実務演習Ｂ

国際協力論

農業生産経済分析

兼担
准教
授

福井　敬祐

<令和3年4月>
博士（理学）

データリテラシー

三木　大樹

<令和2年10月>
博士（医学）

医療情報リテラシー

兼担
准教
授

SIMANGAN DAHLIA
COLLADO

<令和2年10月>
Doctor of

Philosophy（オース
トラリア）

グローバルガバナン
ス論

兼担 助教

伊藤　岳

<令和2年10月>
博士（学術）

社会科学のための数
理・計量分析

兼担 助教

張　潤森

<令和2年10月>
博士（工学）

Geographic
Information System
Technology

兼担

兼担 講師

助教

北梶　陽子

<令和2年10月>
博士（文学）

ダイバーシティの理
解

兼担
准教
授

中矢　礼美

<令和2年10月>
博士（教育学）

International
Environmental
Cooperation Studies
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都市政策論兼担 助教

SHARIFI AYYOOB

<令和2年4月>
博士（工学）

助教

TRAN ANH DUC

<令和3年4月>
博士（学術）

リサーチメソッド

兼担 助教

服部　　稔

<令和2年10月>
博士（学術）

ストレスマネジメン
ト

データリテラシー

兼担

兼担 助教

RAMASAMY
SARAVANAKUMAR

<令和3年4月>
博士（数学）
（インド）

兼担 助教

VARGHESE VARUN

<令和3年4月>
Doctor of
Philosophy
（インド）

助教

TROSELJ JOSKO

<令和2年10月>
博士（工学）

International
Environmental
Cooperation Studies

調査方法論基礎

兼担 助教

AHANA SARKAR

<令和3年4月>
Doctor of
Philosophy
（インド）

International
Environmental
Cooperation Studies

兼担 助教

兼担

データリテラシー

兼担 助教

赤瀬　大

<令和3年4月>
博士（理学）

SHARIFI AYYOOB

<令和2年10月>
博士（工学）

International
Environmental
Cooperation Studies

都市政策論

CARO BURNETT JOHANN

<令和2年10月>
Ph.D（Economics）

(米国)

公共経済論

兼担 助教

VU HA THU

<令和2年10月>
博士（学術）

リサーチメソッド

兼担

准教
授
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兼任 教授

田中　剛

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー

環境原論A

環境原論Ｂ

兼任
准教
授

目代　武史

<令和2年10月>
博士（学術）

兼担 助教

吉野　宏志

<令和3年4月>
修士（言語学）

国際公務員実務演習Ｂ

小笹　晃太郎

<令和2年4月>
博士（医学）

医療情報リテラシー

兼任 教授

原田　淳

<令和2年10月>
博士（工学）

兼任 教授

楠田　哲也

<令和2年4月>
工学博士

環境原論A

環境原論Ｂ

兼任
准教
授

目代　武史

<令和2年4月>
博士（学術）

経営戦略論

医療情報リテラシー

兼任 教授

森　　玲子

<令和3年4月>
M.A(Social Science)

人文社会系キャリア
マネジメント

兼任 教授兼任 教授

原田　淳

<令和2年4月>
博士（工学）

ストレスマネジメン
ト

理工系キャリアマネ
ジメント

兼任 教授

竹内　正興

<令和3年4月>
博士（教育学）

人文社会系キャリア
マネジメント

Hiroshimaから世界平
和を考える

兼任 教授

志賀　賢治

<令和2年10月＞
学士（法学）

経営戦略論

兼任 教授

阿部　伸一

<令和2年10月>
学士（工学）

兼任 教授

小笹　晃太郎

<令和2年10月>
博士（医学）

医療情報リテラシー

ストレスマネジメン
ト

理工系キャリアマネ
ジメント

兼任 教授

楠田　哲也

<令和2年10月>
工学博士
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兼任
准教
授

兼任

データビジュアライ
ゼーション B

准教
授

データビジュアライ
ゼーション B

Japanese Experience
of Social
Development-
Economy,
Infrastructure, and
Peace

兼任 講師

　三角　幸子

<令和2年4月>
修士（経営学）

川田　恵介

<令和2年4月>
博士（経済学）

データビジュアライ
ゼーション A

川田　恵介

<令和2年10月>
博士（経済学）

兼任 講師

STYCZEK URSZULA
MARIA

<令和3年4月>
博士(学術)

Hiroshimaから世界平
和を考える

データビジュアライ
ゼーション A

29



【認可時又は届出時】 【令和３年度】

＜グラーツ大学＞

専任・

兼担・ 兼担・

外国
教授
相当

Baumgartner, Rupert

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

Master Seminar

Master Thesis

外国
教授
相当

Stern, Tobias

Master Seminar

Master Thesis

外国
教授
相当

Füllsack, Manfred

Data in System
Science

Seminar for Data in
System Sciences

Master Seminar

Master Thesis

外国
教授
相当

Kirchengast,
Gottfried

Earth's Climate
System and Climate
Change

外国
准教
授相
当

Posch, Alfred

The Sustainability
Challenge

Sustainability and
Environmental
Management

Master Seminar

Master Thesis

外国
講師
相当

Aschemann, Ralf

Methods for inter-
and
transdisciplinary
problem-solving

Environmental and
Technology
Assessment

Value Chain
Management

Master Thesis

外国
講師
相当

Gelbmann, Ulrike-
Maria

Waste and Recycling

Strategic
Sustainability
Management

教授
相当

Stern, Tobias

Master Seminar

Master Thesis

Master Thesis

外国
教授
相当

Füllsack, Manfred

Data in System
Science

Seminar for Data in
System Sciences

Master Seminar

Master Thesis

担当授業科目名

外国

外国
教授
相当

Baumgartner, Rupert

Master Seminar

外国
教授
相当

Kirchengast,
Gottfried

Earth's Climate
System and Climate
Change

外国
准教
授相
当

Posch, Alfred

The Sustainability
Challenge

Sustainability and
Environmental
Management

Master Seminar

Master Thesis

外国
講師
相当

Aschemann, Ralf

Methods for inter-
and
transdisciplinary
problem-solving

Environmental and
Technology
Assessment

Value Chain
Management

Master Thesis

外国
講師
相当

Gelbmann, Ulrike-
Maria

Waste and Recycling

Strategic
Sustainability
Management
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Sustainable
Innovation

Master Thesis

Sustainable
Business Models

外国
講師
相当

Paul, Arijit

Sustainability
Entrepreneurship

Eco-Controlling

外国
講師
相当

Globocnik,
Dietfried

Product and Service
Development

外国
講師
相当

Seebacher, Ulrike

Social competences
for working in
inter- and
transdisciplinary
teams

Social competences
for managing
sustainable
development

外国
(調)

助教
相当

Brudermann, Thomas

Sustainable
Development -
Integrating
Perspectives

Environmental
Decision Making

Research Project
Sustainability
Management

Inter- and
Transdisciplinary
Case Study on
Sustainable
Development

Social competences
for working in
inter- and
transdisciplinary
teams

外国
講師
相当

Hillmayer,Birgit

外国
助教
相当

Rauter, Romana

Master Thesis

講師
相当

Seebacher, Ulrike

Social competences
for managing
sustainable
development

外国
(調)

助教
相当

Brudermann, Thomas

Sustainable
Development -
Integrating
Perspectives

Environmental
Decision Making

Research Project
Sustainability and
Innovation
Management

Inter- and
Transdisciplinary
Case Study on
Sustainable
Development

Master Thesis

外国
助教
相当

Rauter, Romana

Sustainable
Innovation

Master Thesis

外国
講師
相当

Paul, Arijit

Sustainability
Controlling and
Manegement

外国
講師
相当

Globocnik,
Dietfried

Product and Service
Development

外国
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

Stütz, Arnold

Renewable Resources
- Chemistry and
TechnologyⅡ

外国
教授
相当

Bauer, Wolfgang

Renewable Resources
- Chemistry and
Technology I

外国
准教
授相
当

Stütz, Arnold

Renewable Resources
- Chemistry and
TechnologyⅡ

外国
教授
相当

Bauer, Wolfgang

Renewable Resources
- Chemistry and
Technology I

外国
准教
授相
当
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╩  ה ⅝≢ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ⅜⌂™ │₈ ⌐⌂⇔⁹₉≤ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⌂ ≢№╣┌ ─ │ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷⌂⅔⁸ ⌐ ≤⌂∫≡™╢ │⁸₈ ₉≤ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ה ─ ⇔⌐╟╡ 1 Hillmayer,Birgit ╩ ⇔√⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ≢ ↕╣√ ─ ╩ ∆╢ │⁸ ⅜ ╩ ∆╢ ⌐ ∏₈ ₉╩ ⇔⁸

⁷⁷⁷⁷ ה ⌐╟╢ ╩ ↑≡ↄ∞↕™⁹ ╩ ↑∏⌐ ≤⇔≡ ╩ ∆╢↓≤│ ╕∑╪⁹

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉╩ ⇔₈ ₉─ ╩ ↑≡™╢ │₈ủ ủ ₉≤ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ɶū ► ᴣ ǲ ǠȒẀ Кὦ
⁷⁷⁷⁷ ⁷⁷⁷⁷

ⅎῬẎἶ

ₒ ₓ

ₒ ₓ

ה ─√╘ ⅛╠ ⁷
ה ⅛╠ ⁷

ה ⌐ ⁷
ה ≤⇔≡ VAN DER DOES LULI NIRAJ PRAKASH JOSHI

RAMASAMY SARAVANAKUMAR ⁷ VU HA THU TRAN ANH DUC CARO BURNETT JOHANN VARGHESE
VARUN AHANA SARKAR TROSELJ JOSKO
ה ⅛╠ ISLAM MOINUL
ה ⅜ ⌐
SIMANGAN DAHLIA COLLADOה ⅜ ⌐
SHARIFI AYYOOBה ⅜ ⌐

ה ≤⇔≡ STYCZEK URSZULA MARIA
ה ⅛╠ ⁷

ȮɧɶɂẎἶ
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⁷ה │⁸ ⌐ ⇔ ╩ ∆╢ ─ │ ─ ─ │ ─

⁷⁷⁷⁷ ⅜ ⌡≡ ∆╢ ╙ ╘╢ ⌐≈™≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה ⌐ ↔≤⌐ ↄ╙─≤∆╢ ─ ⌐≈™≡ ╘╢ ⌐╟╡

₈ה ─ ₉⌐│⁸ ⌐ ↕╣≡™√ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⁷ ⌐ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

₈ה⁷⁷⁷ ─ ₉⌐│⁸ ─ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

₈ה⁷⁷⁷ ─ ─ ₉⌐│⁸₈ ─ ₉⌐ ⇔√ ⌐⁸ ╩ ╖≢№╡⁸

⁷⁷⁷⁷ ╕≢⌐ ∆╢ ╩ ⅎ√ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⁷ ⌐ ─ ≤─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─ ỏ

₈ה⁷⁷⁷ ─ ─ ₉⌐│⁸ ↕╣≡™╢ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⁷⁷⁷⁷ ⁷ ⌐ ─ ≤─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─ ỏ

₈ה ₉⌐│⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ∆╢ ⌐ ≠ↄ ⌐╟╢ ≢│№╡╕∑╪ ⁸

⁷⁷⁷⁷⅔╟┘⁸ ─ ⁸ ⌐ ∆╢ ⌐ ≠ↄ ⌐╟╡ ╩ ⅎ≡ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢

⁷⁷⁷⁷ ⅔╟┘ ⌐ ╩ ⅎ≡ ≤⇔≡ ∆╢ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁸⅔⌂ה⁷⁷⁷ ⌐╟∫≡ ⅜ ⌂╢ ⌐│⁸ ↔≤─ ╩₈ ─ ╘╢ ₉⌐ ⅝≢

⁷⁷⁷⁷⇔⁸₈ ╩ ⇔≡™╢ ₉⌐│ ⇔√ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ⁷ ⌐ ─ ≤─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ─ ỏ

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

⁷ה ╩ ╡ ≡ ╕≢ ↕╣╕∆⁹

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

⁷ה ╩ ╡ ≡ ╕≢ ↕╣╕∆⁹

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

⁷ה ╩ ╡ ≡⁸ ╕≢ ↕╣╕∆⁹

Ʊ ůƱ ǵ ǲᾍǠȒҞ Ϲ

=
0

= #DIV/0! ％
0

Ʊ ŮƱ ᷀ Ḹף ǵ ǲǑǘȒὑ₴ș├ ǞǭǋȒ ᴣ

0
10

Ʊ ŭƱ ǵ ǲᾍǠȒ ᴣϹ

=
10
10

％

Ʊ ŬƱ₴

─ ╘╢
─ ─

℮∟⁸ ╩
⇔≡ ⇔≡™╢

─ ℮
∟⁸ ╩ ⇔
≡ ∆╢

65 0 0

10 0 0
10 0 0

(10) (0) (0)

'

0

(0)

─╖
─

─╖
─

6 4 0 0 10
6 4 0 0

(6) (4) (0) (0) (10)

⁷
'

ᾐ̑ ᴣ

Ʊ ŪƱ Ḩ ʣǵⱳ ᾐ̑ ᴣ

⌐⅔↑╢
─ ℮∟⁸ ⌐

⅔↑╢ ─

5 4

⁷⁷⁷⁷ ↕╣╢ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

Ʊ ūƱᾐ̑ ᴣ ǀẎἶ ǁ

⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷ ⁷

6 4 0 0

'

0

'

0

  0    0⁷   0⁷   0⁷

0

  0⁷

⁷⁷ ⁷ ⁷ ⁷

10 6

─

─ ─

─╖
─

⁷0⁷ ⁷0⁷

10 0 0

⁷10⁷

⁷0⁷   0⁷   0⁷   0    0  

10

4 0 0 10

⌐⅔↑╢
─

4

= 100 ％

= = 0

⁷ ⁷ ⁷─⁷ ⁷

─ ─

─╖
─

10 0 0

⁷10⁷ ⁷0⁷ ⁷0⁷

  0⁷⁷0⁷
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⁷ה │⁸ ⌐ ⇔ ╩ ∆╢ ─ │ ─ ─ │ ─

⁷⁷⁷⁷ ⅜ ⌡≡ ∆╢ ╙ ╘╢ ⌐≈™≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ᵑ

ᵑ

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒ ᵑ

Ᵽꜟ▬fiכ꜡◓
fi◦♇ⱪכ♃

ᵑ

⁸√╕⁷ה⁷⁷⁷ ≢№∫√ ─ ─ ⌐≈™≡⁸ ↔≤⌐ ╩ ₈ᵑ₉ ₈ᵓ₉⅛╠ ⇔⁸

⁷⁷⁷⁷⁷₈ ₉─ ⌐∕─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ה ⅜ ∆╢ ⇔≡™╢ │₈ᵑ₉
ה ⅜ ∆╢ ⇔≡™╢ │₈ᵒ₉
ה ⁸ ⌂≥⁸ ₈ᵑ₉₈ᵒ₉ ─ │₈ᵓ₉

0

⁷ה ⇔√ ⌐⁸ ⌐╟╢ ─ ≢ ⇔√ ≡─ ⌐≈™≡⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ─ ⅛╠ ─ ╕≢⌐ ⅜ √⌐ ⇔√ ⁸ ⌐≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸₈ ─ ₉

10 0

0

⁷⁷⁷⁷⁷⌐ ⅔╟┘ ⁷ ⅝≢ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

1

0

0 0

10

10 10 0

0 0

─

⇔√ ─ a + b + c ᵑ─ a ᵒ─ b ᵓ─ c

0 0 0

⁷ R3.3

Ⱶ◒꜡ з ᵑ

R3.3.31⁷ ┼ ─√╘

Ⱶ◒꜡ и ᵑ

ᵑ

⁸√╕⁷ה⁷⁷⁷ ≢№∫√ ─ ─ ⌐≈™≡⁸ ↔≤⌐ ╩ ₈ᵑ₉ ₈ᵓ₉⅛╠ ⇔⁸

⁷⁷⁷⁷⁷₈ ₉─ ⌐∕─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ה ⅜ ∆╢ ⇔≡™╢ │₈ᵑ₉
ה ⅜ ∆╢ ⇔≡™╢ │₈ᵒ₉
ה ⁸ ⌂≥⁸ ₈ᵑ₉₈ᵒ₉ ─ │₈ᵓ₉

Ʊ ūƱᾐ̑ ᴣ ̑ǵ ֗Ǻ♥̑ Ϲ

⁷ ⁷ ה ה ─ ─

ᵑ

ᵑ

ᵑ

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉≤│⁸ │ ⌐ ≤⇔⌂⅜╠⁸ ⌐│ ⇔⌂⅛∫√ ─↓≤≢∆⁹

⁷⁷⁷⁷⁷ ⇔√ ⌐ ⇔√ │⁸ ₈ ᵒ ─ ┘ ₉⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ─ ⅛╠ ─ ╕≢⌐ ⅜ √⌐ ╩ ⇔√ ⁸ ⌐≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸

0

0

⁷⁷⁷⁷⁷₈ ─ ₉⌐ ─ ⅔╟┘ ⁷ ⅝≢ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

0 0 0 0

0 0

0

─

╩ ⇔√ ─ a + b + c ᵑ─ a ᵒ─ b ᵓ─ c

0 0 0

0

⁷ה │ ⁸ ╩ ⇔√ ≡─ ─ ─ ╩ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ᾐ̑ ᴣ ̑ ǵ

Ʊ ŪƱᾐ̑ ᴣǵᾦ̑ ᾦ̑ ǵ ֗Ǻ♥̑ Ϲ

⁷ ⁷ ה ה ─

⌂⇔

─

0 0

0 0
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Ʊ ŬƱʣ ŪƱɵƱ ūƱǵֻ

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

⁷ה ╩ ╡ ≡ ╕≢ ↕╣╕∆⁹

ᾐ̑ ᴣ˧̈ǲ͜ȒƼẎἶǵ ƽ֗ǺƼἶ ǿǵק ƽ

⁷⁷⁷⁷ ─ ⌂≥╩ ⌂ ╡ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה ⌐╟╡ ⇔√ ≡─ ⌐≈™≡⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ─ ⅛╠ ─ ╕≢⌐ ⅜ √⌐ ⇔√ ⁸ ⌐≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸₈ ─ ₉

⁷⁷⁷⁷⁷⌐ ⅔╟┘ ⁷ ⅝≢ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

0

0

⁷ה ─ ⌐╟╢ ─ ┼─ ⌐ ∆╢ ─ ⁸ ┼─ ⁸

⁸√╕⁷ה⁷⁷⁷ ≢№∫√ ─ ─ ⌐≈™≡⁸ ↔≤⌐ ╩ ₈ᵑ₉ ₈ᵓ₉⅛╠ ⇔⁸

⁷⁷⁷⁷⁷₈ ₉─ ⌐∕─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ה ⅜ ∆╢ ⇔≡™╢ │₈ᵑ₉
ה ⅜ ∆╢ ⇔≡™╢ │₈ᵒ₉
ה



⁷⁷⁷
⌐≈™≡

─

⁷ ⁷

⁷ ⁷ ⁷

₈ ⌐ ∆╢
╩ ⌐ ↑≡

™╢ ╩ ─
≢ ⌐╟╡
₉∆╢≤⇔≡™╢

⅜⁸≥─ ⌂ ╩
≢ ∆╢

─⅛ ≢⌂™√╘⁸
⅜ ∆╢ ⌐
≤⌂╠⌂™╟℮⌐

∆╢↓≤⁹

─ ⌐№√∫≡
│⁸ ⌐ ↕╣≡
™╢ ╩ ⌐
↕∑╢↓≤⁹

⌐ ⇔√ ╩
↕∑√ ╩ ⇔

√⁹

⌐ ⇔ SDGs⌐
∆╢ ≤⇔≡
₈ ה ⌐
∆╢ ₉╩
∆╢ ╩ ►▼Ⱪ◘▬♩
≢ ⇔√⁹∕─ ≢

─ ⌐ √∫≡
│ כꜝ◓╢№≢
♠ ─ ≤─

⌐⅔™≡
─₈

₉ ╩
⌐ ╩ ─ ≢
∫√⁹∕─
╩ ⇔ ↕╣√

₈ ₉ ⌐╟╡
─ ╩ ╘

▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ
⌐ ∆╢ ⅛ ⅛─

╩ ∫√⁹

Ʊ ₑ˗ ǲᾍǠȒῂ

⁷ ⁷ ⁷ ⁷
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⁷₈ה ₉⌐│⁸ ╕√│ ⌐ ↕╣√ ─ │

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉⌐│⁸ ─ ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷ה⁷⁷⁷ ⅜⌂™ ⌐│⁸₈ ₉─ ⌐₈ ⌂⇔₉≤ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ↕╣√ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷ ─ ─ ⌐ ╢ ╩ ↄ⁹  ≤⁸∕╣⌐ ∆╢ ⌐≈™≡⁸

⁷⁷⁷⁷ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉⌐│⁸ ─ ─ ⁸ ⌐ ↕╣√ ╩

⁷⁷⁷⁷∕─ ─ ≤⌂╢ ⅜№╣┌⁸ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷₈ה⁷⁷⁷ ₉≢│⁸ ≢№╣┌₈ ₉⁸ ⅜ ⇔≡™╣┌₈ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

38



⁷ ⁷ ⁷─⁷ ⁷ ה ─ ⇔⌂≥

ƱǤǵ̀Ћ ˗

˲ ̝ ἶ ƱⅎῬẎἶɵȮɧɶɂẎἶᶮ ȳȷɄȢɈɑɨɄȡἶᾐ

Ẁ ˗

⌐ ⇔√ 10 │ ⱱכⱶ ≢
╪∞ 1☿ⱷ☻♃כ ⌐⅔™≡1

⇔ ה2 3☿ⱷ☻♃כ ☿ⱷ☻♃כ⌐ⱱכⱶ
⌐ ╡ ╩ ╢™≡∫⌂≥ꜟכꜙ☺◔☻╢∆

⅜ ◖꜡♫►▫ꜟ☻ ─ ⌐╟╡
⅜ ╠╣√√╘ ⇔≡™√ ┼ ⇔

≡─ ⅜ ≢⅝⌂™ ≤⌂∫√⁹ 2☿ⱷ☻♃כ─
─℮∟ 40 ⱬכ◦♇◒ 14

26 ♠כꜝ◓ 15
⁹

↓─√╘ ╩ ⇔ ♠כꜝ◓ ⌐ ≢№∫
√ ╩ⱱכⱶ ≤∆╢ ≤ ⌐
♠כꜝ◓√∫№≢ ╩ⱱכⱶ ≤∆╢ ≤╙⌐

○fiꜝ▬fi⌐╟╡ ─ ╩ ⇔√⁹
○fiꜝ▬fi≢─ ┼─ ⌐№√∫≡│ כꜝ◓≥
♠ ≢ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ╩ ╕ⅎ
√ ─ ⌂≥⌐≈™≡ ╩ ™ ⌐⅔™≡
2☿ⱷ☻♃כ─ ╩○fiꜝ▬fi╛ ⌐╟╢ ≤

∆╢↓≤╩ ⇔√⁹╕√ ─ ⅛╠ ⌐
⇔≡○fiꜝ▬fi≢ ⌐ ╩ ℮≤≤╙⌐ ♠כꜝ◓
╩ⱱכⱶ ≤∆╢ ⌐ ⇔≡│ Ɽ♇꜡כꜜ

╛ ≢╙ ⅜ ⌂ ╩ ⇔√ ╩
⇔√⁹
○fiꜝ▬fi≢─ ⌐№√∫≡│ ⌐ ∆╢
╩○fiꜝ▬fi≢ ↕∑ ─ ╛ ⅛╠─▪
♪Ᵽ▬☻╩ ↑╠╣╢╟℮⌐∆╢ ─ ╩ ∫√⁹
⌂⅔ ╩ⱱכⱶ ≤∆╢ │ ▪ꜞ♩☻כ○
─ ה ╩ ⇔ 3 7 ⌐ ⇔√⁹

2☿ⱷ☻♃כ─ ─℮∟ ⅜ ⇔√ │
₈Strategic Sustainability Management₉
₈Sustainability Controlling and Management₉
₈Sustainable Innovation₉ ₈Value Chain
Management₉ ₈Research Project Sustainability and
Innovation Management₉ ₈International
Environmental Cooperation Studies₉≢№╢⁹
₈Value Chain Management₉⌐≈™≡│ ↕╣≡™√

╩ ╡ ╘ ≤⇔≡ ⌐╟╢
╩ ⇔√⁹

○fiꜝ▬fi≢─ ⌐№√∫≡│ ⌐ ∆╢
╩ ∆╢√╘ ─ ╩ ∫√⁹

ה ≢ ─ ⌐ ∆╢ ⅛╠─ ⌐
∆╢≤≤╙⌐ ≤─♦▫☻◌♇◦ꜛfi╩ ∆╢

╩ ↑ ∕─ ╩ ⇔ ○fi♦ⱴfi♪ ≤⇔≡
⇔√⁹ ─ ≢ ─♦▫☻◌♇◦ꜛfi⌐
≢⅝⌂™ ⌐ ⇔≡│ ⱷכꜟ╛♅ꜗ♇♩⌐╟╢
╩ ↑ ↑√⁹

ה ⌐ ∆╢ ─ ╩○fiꜝ▬fi≢ ⇔
─ ╛ ⅛╠─▪♪Ᵽ▬☻╩ ↑≡ ꜠ⱳכ♩╩
↕∑√⁹

╕√ ♠כꜝ◓ ≢│ Microsoft Teams─♅ꜗ♇♩
╩ ⇔≡ ─ ╩ ╘ ⌐ ∆╢ ⌂ ╛
⌂≥╩ ⌐ ⇔ ╘≡ ╩♅ꜗ♇♩⌐ ⅝

╪≢╙╠∫√╡ ≤─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi♠כꜟ≤⇔
≡ Moodie─ⱨ◊כꜝⱶ ♅ꜗ♇♩ ╛uniMEET╩ ∫√
ⱦ♦○ ╩ ⇔√⁹
⌂⅔ ≢│ ♫ ╩ ↑≡ ─ ⌐
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⁷ה⁷⁷⁷ ⌐ ↕╣≡™╢ ≤─₈ ─ ₉⌐≈™≡⁸

⁷⁷⁷⁷ ה ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⌂⅔ ≢│◖꜡♫ ╩ ↑≡ ─ ⌐
∆╢ ↑ ╩ ⇔ ○fiꜝ▬fi ⌐⅔™≡

⌐ ∆╢ ⅜ ╠╣╢╟℮⌂ ─
╛ ─ ╩ ∆⌂≥─ ╩⇔≡™╢⁹

♠כꜝ◓ ─ ┘ ≤ⱷכꜟ │○fi
ꜝ▬fi⌐╟╡ ─≤⅔╡ ╩ ∫√⁹

3 1 15 ○fiꜝ▬fi
2 10 ─ ─ ╘ ≤ ◖꜡♫

►▬ꜟ☻ ─ ╩ ╕ⅎ√ ─ ⌐≈™
≡ ╩ ∫√⁹
⁷ₒ◓ꜝכ♠ ₓBrudermann Thomas
⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷Krawagna Ulrike◖כ♦▫Ⱡכ♃כ
⁷ₒ ₓ   

3 2 12 2 20 ⱷכꜟ
ה ⌐ ∆╢ ┘ ≤

─≥Ɽ♇꜡כꜜ ╩ ⇔√ ⁹ ─ ⌐⅔™
≡ ○fiꜝ▬fi ─ ⅜ ∫≡™╢↓≤╩ ⇔
√⁹

3 3 2 ⱷכꜟ
◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ⌐╟╢

⌐╟╡ ─ ⌐ ⅜⌂™⅛ ─
╩ ╘ ╩ ∫√⁹

3 3 10 3 15 ⱷכꜟ
⅜ ↕╣╢╕≢ 2☿ⱷ☻♃כ─

╩○fiꜝ▬fi╛ ⌐╟╢ ≤∆╢↓≤ ╕√
≡─ ╩○fiꜝ▬fi⌐╟╡ ⇔√ ≢╙
╛ ⌐│ ⇔⌂™↓≤╩ ⇔√⁹

┼─ ⅜≢⅝⌂⅛∫√√╘ ⌐≈™≡
│ ⌐ ⇔ ⱱכⱶ ─ ⅜ ─

≤ ╩ ╡⌂⅜╠ ⅝ ⅝ ╩ ∫√⁹

⁷ה ─ ⌐ ⇔√ ≢⁸ ─ ╟╡ ─№∫√╙─ ╩ ╗⁹

⁷⁷⁷⁷ ┘ ⌐ ⇔≡ ∂√ ∆═⅝ ⌐≈™≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹
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ה⁷⁷ ≢ ∆╢ ┼─

ה⁷⁷ ≢ ∆╢ ┼─

ה⁷⁷ ≢ ∆╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ┼─

ה⁷⁷ ⌐╟╢ ▪fi◔כ♩

⁷⁷⁷⁷⁷ 2 12 23 41

⁷⁷⁷⁷⁷ 3 2 15 56

⁷⁷⁷⁷⁷ ⱪ♇▪♩כ♃☻ ═23

⁷⁷⁷⁷⁷ 2 │ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─√╘ ⌐╟╡

⁷⁷⁷ ⌐ ↑≡ ─ ╩ ℮⁹

ה⁷⁷ ┘ ┼│ ◦☻♥ⱶ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ─ ⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹

⁷ ⁷ ─ ─ ╗

ה⁷⁷ 2 13 ⌡

₈ᵑה ⁷ ─ ₉⌐│⁸ ╩ │ ∆╢↓≤⁹

⁷⁷⁷⁷₈ᵒ ₉⌐│⁸ ↕╣≡™╢ ╩ ≡ ∆╢↓≤⁹

⁷ ⁷ ╩ ╕ⅎ√ ┼─

⁷ ⁷ ─ ┘

ה⁷⁷ ≢ ∆╢ ▪fi◔כ♩⌐╟╡ ⱶכ♃ ⌐ ⇔√⁹

⁷ ⁷ ╛ ┼─

ᵒ⁷

ᵓ⁷ ⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩─

ה⁷⁷

⁷ה⁷⁷

⁷ה⁷⁷ ─√╘─

ה⁷⁷ ⌐╟╢▪fi◔כ♩ ⌐ ≠⅝ ─ ╩ ╢≤≤╙⌐◦ꜝⱣ☻⌐ ↕∑╢⁹╕√ ─

ᴣǵ ǵ ׄʣǵ ɵ Ҳדȇ

ᵑ⁷

⁷ ⁷

⁷ ⁷

⁷ ⁷ ─ ╗

ה⁷⁷ ─√╘─

ה⁷⁷

⁷ ⁷ ─

ה⁷⁷ ≢─

⁷ ⁷ ─

ה⁷⁷ 13
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⁷ ⁷ ⁷₡⁷ ﬞ ⁷₢

⁷ ⁷ ⁷⁷⁷⁷⁷₡⁷►▼Ⱪ◘▬♩┼─ ⁷₢

ᵓ⁷ ╩ ↑╢

⁷⁷⁷⁷╕√⁸₈ᵑ⁷ ─ ה ─ ⌐ ∆╢ ה ₉⌐≈™≡│⁸≢⅝╢∞↑ ⌂ ╩

⁷⁷⁷⁷ ╘≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷⁷⁷⁷⌂⅔⁸₈ᵒ⁷ ה ₉⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ╗ ⌐≈

⁷ה ─ ─ │ ─ ⌐ ╦╠∏ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

ḸЏ ǲ ǠȒ˗

ủ⁷

⁷ ⁷ ─ ⁷⁷₡⁷⁷⁷ ⁷⁷⁷₢

β ⅜ ⅜ ⌐ ⇔≡ ⌐ ⇔≡™ↄ ╩ ⇔√╙─≢№╢↓≤⌐ ╖⁸

⁷ ⌐≈™≡│⁸ ─►▼Ⱪ◘▬♩⌐ ∆╢⌂≥⁸ ⌂ ╩⅔ ™⇔╕∆⁹

⁫ ɵ ͔ ǲ ǠȒ˗

ה⁷⁷ ─ ╩ ⇔ ►▼Ⱪ◘▬♩ ≢

ה⁷⁷ 5 ⌐ ה ⌐╟╢ ╩

⁷⁷⁷⁷™≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

⁷⁷ ⌐ ⇔≡ ▪ⱪ꜡כ♅≢ ╛ ╩ ≢⅝╢ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢⁹

⁷ ⁷

ᵑ⁷ ─ ה ─ ⌐ ∆╢ ה

ᵒ⁷ ה

ה⁷⁷ 4 3

⁷ ⁷

⁷⁷ ╩ ⇔ 2 10 ⌐ ╩ⱱכⱶ ≤∆╢ ♠כꜝ◓ ╩ⱱכⱶ ≤∆╢ 1 ╩

⁷⁷ ⌡ ─ ≥⅔╡ ⌐ ⇔≡™╢⁹ ⇔√▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ⌐ ≠⅝ ─

⁷⁷ ↑ ╣√⁹ │ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶהⱳꜞ◦כ⌐ ∫≡ ─ ╩ ™ SDGs ⌐ ↑√ ≤ ─ ─
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